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MVー２２オスプレイの飛行訓練について（要請） 

 

 この 3 月 6 日から 8 日にかけて、「オレンジルート」と言われる経

路において、在日米軍による MV-22 オスプレイの飛行訓練が実施さ

れました。 

 

 これまで本県では、MV-22 オスプレイの安全性への懸念が払拭さ

れない限り、飛行訓練が実施されないよう要請してきたところであ

ります。 

 

 昨年 7 月 2 日には、政府として MV-22 オスプレイの安全性を十分

確認するとともに、確認結果をわかりやすく説明することと、安全

性への懸念が払拭されない限り、国内での飛行訓練が行われないよ

うにすることを防衛大臣に要請しました。 

 

 さらに、10 月には、飛行訓練ルートや訓練内容の詳細についての

質問書を、北関東防衛局長に提出したところでありますが、MV-22

オスプレイの安全性に関する県民の不安はいまだ払拭されたとは言

えません。 

 

 政府におかれては、MV-22 オスプレイの安全性や訓練時期、訓練

時間、飛行訓練コースなどの具体的内容について、関係自治体及び

地域住民に対し事前に十分説明するとともに、県民に不安や懸念を

抱かせるような飛行訓練が実施されないよう、飛行高度や区域等に

関する日米合同委員会合意事項の遵守について、在日米軍に強く求

めることを要請します。 



 また、「ブルールート」と言われる飛行訓練コースの一部が本県に

含まれる可能性がありますが、この経路の周辺は、イヌワシやライ

チョウといった絶滅危惧種の生息が確認されている重要な地域であ

り、MV-22 オスプレイの飛行訓練がこれら希少種の繁殖等に与える

影響を懸念する声が県に寄せられております。 

 

飛行訓練が実施されるにあたっては、イヌワシやライチョウ等の

希少野生動植物の生息環境に与える影響の低減に配慮し、適切な対

策を講ずるよう、在日米軍に求めることを重ねて要請します。 
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